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シ
リ
ー
ズ
⑧

地
域
が
一
体
と
な
っ
て

発
展
す
る

宇
城
地
域

■
特
色
あ
る
三
つ
の
ゾ
ー
ン
で
ま
ち
づ
く
り

宇
城
地
域
は
宇
土
市
、
宇
土
郡
、
下

益
城
郡
の
十
市
町
村
で
構
成
さ
れ
て
い

ま
す
。
「
宇
城
は
ひ
と
つ
」
　
と
い
う
認

識
の
も
と
、
県
総
合
計
画
に
基
づ
き
、

産
業
の
振
興
、
自
然
と
歴
史
を
生
か
し

た
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
及
び
定
住
の
場

と
し
て
、
三
つ
の
ゾ
ー
ン
の
特
色
を
い

か
し
た
一
体
的
な
発
展
を
目
指
し
て
い

ま
す
。

①
西
部
海
域
振
興
ソ
ー
ン

宇
土
半
島
に
位
置
す
る
こ
の
地
域
は
、

観
光
、
産
業
な
ど
の
陸
・
海
の
交
通
の

要
衝
に
あ
り
、
港
湾
施
設
の
整
備
や
農

業
・
水
産
業
の
振
興
と
併
せ
て
自
然
の

造
形
を
生
か
し
た
ス
ポ
ー
ツ
観
光
レ
ク

リ
エ
ー
シ
ョ
ン
施
設
な
ど
の
整
備
を
図

っ
て
い
ま
す
。

県
総
合
計
画
の
戦
略
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

と
し
て
、
三
角
西
港
の
環
境
整
備
な
ど

を
行
っ
て
い
ま
す
。

②
中
部
都
市
振
興
ゾ
ー
ン

圏
域
の
中
心
部
に
位
置
す
る
こ
の
地
域

は
、
都
市
機
能
の
集
積
度
が
高
く
、
圏
域

の
中
心
的
役
割
を
担
っ
て
お
り
、
教
養
文

化
施
設
、
住
環
境
の
整
備
や
優
良
企
業
の

誘
致
な
ど
の
産
業
の
振
興
、
都
市
機
能
の

整
備
を
図
っ
て
い
ま
す
。

県
で
は
城
南
工
業
団
地
造
成
な
ど
の
戦

略
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
よ
り
、
活
力
あ
る
工

業
の
推
進
に
力
を
入
れ
て
い
ま
す
。

③
東
部
自
然
観
光
ゾ
ー
ン

九
州
山
地
の
玄
関
口
に
位
置
す
る
こ

の
地
域
は
、
山
あ
い
の
多
く
の
石
橋
な

ど
に
よ
る
艮
好
な
景
観
を
有
し
、
固
有

の
歴
史
・
文
化
が
育
ま
れ
て
お
り
、
今

後
は
農
林
業
の
振
興
や
自
然
を
生
か
し

た
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
施
設
の
整
備
を

進
め
る
と
と
も
に
、
福
祉
の
充
実
や
定

住
の
た
め
の
住
環
境
の
整
備
を
図
っ
て

い
ま
す
。

現
在
中
央
町
に
お
い
て
今
年
秋
の
完

成
を
目
指
し
、
総
合
交
流
タ
ー
ミ
ナ
ル

基
地
の
整
備
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

■
宇
城
広
域
連
合

今
年
二
月
に
設
立
さ
れ
た
県
内
で
は

初
め
て
の
「
宇
城
広
域
連
合
」
は
、
宇

城
地
域
全
市
町
村
で
構
成
さ
れ
て
お
り
、

当
面
、
圏
域
内
の
人
材
育
成
や
地
域
間

交
流
、
宇
城
の
P
R
な
ど
を
行
う
た
め

の
宇
城
ふ
る
さ
と
市
町
村
圏
基
金
（
十

億
円
）
の
設
置
や
消
防
、
ご
み
処
理
事

務
な
ど
の
一
部
事
務
組
合
の
統
合
が
進

め
ら
れ
る
予
定
で
す
。

今
後
、
地
域
の
ニ
ー
ズ
に
応
じ
た
新

た
な
広
域
的
取
り
組
み
な
ど
多
面
的
な

活
動
が
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。

海
へ
広
が
る
私
た
ち
の
夢
。

新
し
い
交
流
の
歴
史
が

港
か
ら
始
ま
る
。

白
い
航
跡
を
残
し
て
港
を
出
て
い
く
高
速
船
。

大
き
な
ク
レ
ー
ン
で
、
あ
わ
た
だ
し
く
コ
ン
テ

ナ
を
積
み
込
む
外
国
の
船
。
汽
笛
。
ざ
わ
め
き
。

潮
の
香
り
。
防
波
堤
の
脇
の
船
だ
ま
り
に
は
、

一
日
の
漁
を
終
え
た
漁
船
が
静
か
に
波
に
揺
ら

れ
て
い
ま
す
。

古
く
か
ら
産
業
・
経
済
そ
し
て
文
化
の
発
展

を
支
え
て
き
た
港
。

今
回
の
く
ま
も
と
物
語
は
、
熊
本
の
港
と
、

そ
こ
か
ら
広
が
る
新
し
い
交
流
の
可
能
性
に
つ

い
て
見
て
い
き
ま
す
。

■
中
世
以
降
、
物
流
拠

点
と
し
て
発
展

県
内
に
は
、
古
く
か

ら
海
上
交
通
の
拠
点
と

し
て
い
く
つ
か
の
港
が

栄
え
て
い
ま
し
た
。
例

え
ば
、
熊
本
市
南
部
に

位
置
す
る
川
尻
や
玉
名

市
の
高
瀬
地
区
は
、
中

世
以
降
、
交
通
の
要
所

と
し
て
発
展
。
特
に
、
江
戸
時
代
に
は
大
阪
や

江
戸
へ
送
る
米
や
特
産
物
の
積
み
出
し
基
地
の

役
割
を
担
っ
て
い
た
た
め
、
大
変
な
に
ぎ
わ
い

を
み
せ
て
い
ま
し
た
。
港
の
近
く
に
は
米
倉
や

屋
敷
が
軒
を
連
ね
て
い
た
と
い
い
ま
す
。

ま
た
、
加
藤
清
正
は
、
熊
本
城
の
建
築
費
用

を
補
う
た
め
に
、
豊
臣
秀
吉
か
ら
朱
印
状
を
も

ら
い
、
川
尻
や
高
瀬
港
か
ら
朱
印
船
を
出
し
、

ル
ソ
ン
（
フ
ィ
リ
ピ
ン
）
や
安
南
（
ベ
ト
ナ
ム
）
、

シ
ャ
ム
（
タ
イ
）
な
ど
と
の
貿
易
を
行
っ
て
い

ま
し
た
。

そ
し
て
、
明
治
以
降
、
船
の
近
代
化
、
大
型

化
に
伴
い
、
代
わ
っ
て
三
角
港
、
八
代
港
な
ど

の
港
が
整
備
さ
れ
ま
し
た
。
三
角
港
（
現
在
の

三
角
西
港
）
は
明
治
二
十
年
に
オ
ラ
ン
ダ
人
技

師
ム
ル
ド
ル
の
設
計
で
完
成
。
日
清
・
日
露
戦

争
の
こ
ろ
に
は
、
米
、
麦
、
石
炭
な
ど
の
積
み

出
し
港
と
し
て
栄
え
ま
し
た
。
八
代
港
は
、
明

治
の
中
こ
ろ
か
ら
相
次
い
で
八
代
に
工
場
が
進

出
し
た
た
め
、
主
に
工
業
港
と
し
て
整
備
が
進
み
、

近
年
で
は
大
型
船
が
接
岸
で
き
る
岸
壁
も
整
備

さ
れ
、
国
際
貿
易
港
と
し
て
も
発
展
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
昭
和
四
十
八
年
か
ら
は
、
国
と
一
緒

に
最
新
の
土
木
技
術
を
駆
使
し
て
、
熊
本
の
新

し
い
海
の
玄
関
と
し
て
、
有
明
海
に
熊
本
港
の

建
設
を
進
め
て
い
ま
す
。
現
在
、
島
原
と
の
間

に
フ
ェ
リ
ー
や
、
長
崎
（
茂
木
）
、
本
渡
と
の

高
速
船
が
就
航
し
て
い
ま
す
。

■
熊
本
か
ら
ア
ジ
ア
、
そ
し
て
世
界
へ

私
た
ち
の
暮
ら
し
を
見
回
す
と
、

実
に
多
く
の
輸
入
品
に
囲
ま
れ

て
い
る
こ
と
に
気
付
き
ま
す
。

毎
日
の
食
卓
も
多
く
の
輸
入
品

が
彩
り
を
添
え
て
い
ま
す
。
ま
た
、

逆
に
わ
が
国
か
ら
数
多
く
の
工

業
製
品
が
海
を
渡
っ
て
い
ま
す
。

貿
易
は
私
た
ち
生
活
を
支
え

る
か
な
め
で
あ
り
、
輸
出
入
品

の
ほ
と
ん
ど
が
港
で
取
り
扱
わ

れ
て
い
る
の
で
す
。

県
で
は
、
地
元
企
業
の
物
流
の
コ
ス
ト
削
減

と
貿
易
を
い
っ
そ
う
盛
ん
に
す
る
た
め
に
、
現
在
、

熊
本
港
と
八
代
港
に
お
い
て
コ
ン
テ
ナ
を
取
り

扱
う
こ
と
が
で
き
る
よ
う
整
備
を
進
め
て
い
ま
す
。

プ
サ
ン

釜
山
、
香
港
、
台
湾
な
ど
の
ア
ジ
ア
の
拠
点

港
や
中
国
、
東
南
ア
ジ
ア
と
の
航
路
を
開
設
し
、

九
州
の
中
央
に
位
置
す
る
利
点
を
生
か
し
て
、

新
し
い
貿
易
の
流
れ
を
創
り
ま
す
。

国
内
各
地
、
ア
ジ
ア
、
そ
し
て
世
界
の
港
へ
。

加
藤
清
正
の
時
代
か
ら
、
多
く
の
物
や
情
報

が
行
き
交
っ
て
い
た
熊
本
の
海
に
、
新
し
い
交

流
の
歴
史
が
開
か
れ
よ
う
と
し
て
い
る
の
で
す
。

県
広
聴
制
度
の
ご
案
内

知
事
へ
の
直
行
便

県
の
出
先
機
関
、
市
町
村
、
公
立
病
院
、
郵
便
局
、
銀
行
な

ど
に
専
用
の
封
筒
と
便
せ
ん
を
置
い
て
、
県
民
誰
も
が
、

自
由
に
県
政
に
対
す
る
提
案
、
意
見
を
提
出
し
て
い
た
だ

け
る
よ
う
に
し
て
い
ま
す
。

提
出
さ
れ
た
直
行
便
は
、
全
て
知
事
が
目
を
通
し
ま
す
。

県
政
モ
ニ
タ
ー

県
民
の
中
か
ら
二
百
名
の
方
に
モ
ニ
タ
ー
に
な
っ
て
い

た
だ
き
、
継
続
的
に
県
政
に
対
す
る
こ
意
見
、
ご
提
案
を

お
伺
い
し
て
い
ま
す
。

動
く
県
政
教
室
（
県
政
バ
ス
）

公
募
し
た
参
加
者
に
、
県
の
施
設
や
事
業
現
場
を
見
学
し

て
い
た
だ
き
、
県
政
へ
の
理
解
を
深
め
て
い
た
だ
く
と
と

も
に
、
ア
ン
ケ
ー
ト
等
で
ご
意
見
、
ご
提
案
を
お
伺
い
し

て
い
ま
す
。
ノ

県
民
相
談

県
政
に
関
す
る
さ
ま
ざ
ま
な
相
談
を
お
受
け
し
て
い
ま
す
。

電
話
に
よ
る
相
談
も
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

受
付
時
間
　
月
曜
～
金
曜
、
九
時
～
一
二
時
　
一
三
時
～
一
六
時
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県

広

報

の

ご

案

内

「
彩
り
」
（
熊
本
の
豊
か
さ
を
お
伝
え
し
ま
す
。
A
4
判
・
2
8
ペ
ー
ジ

●
年
間
四
回
（
四
月
・
七
月
・
十
月
・
一
月
）
発
行

●
愛
読
者
募
集
中
で
す
。
送
料
と
し
て
千
八
十
円
分
（
四

回
分
）
の
郵
便
切
手
を
同
封
の
う
え
、
左
記
あ
て
先
へ

お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

R
K
K
「
月
刊
く
ま
も
と
情
報
」

●
毎
月
一
回
（
再
放
送
あ
り
）

T
K
U
「
く
ま
も
と
探
県
隊
」

●
毎
週
土
曜
日
　
一
二
時
五
五
分
～
一
三
時

K
K
T
「
ク
ロ
ー
ズ
ア
ッ
プ
熊
本
」

●
年
間
一
〇
本
（
三
〇
分
）

K
A
B
「
く
ま
も
と
ウ
ィ
ー
ク
リ
ー
」

●
毎
週
日
曜
日
　
一
九
時
五
四
分
～
二
〇
時

R
K
K

「
ふ
れ
あ
い
く
ま
も
と
」

●
毎
週
月
曜
日
～
土
曜
日
一
〇
時
二
五
分
～
一
〇
時
三
〇
分

F
M
K

「
県
庁
ダ
イ
ア
リ
ー
」

●
毎
週
月
曜
日
～
金
曜
日
　
七
時
三
〇
分
～
七
時
三
六
分

C
I
T
Y
 
F
M

県
政
番
組
「
C
A
S
U
A
L
・
W
A
L
K
I
N
G
」

●
毎
週
土
曜
日
　
二
一
時
五
〇
分
～
二
二
時

読
者
の
方
々
の
ご
意
見
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。
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熊
本
県
広
報
課
「
県
か
ら
の
た
よ
り
」
係

※
県
庁
の
住
所
は
不
要
で
す
。

℡

　

　

0

9

6

－

3

8

5

－

2

0

9

6

F
A
X
0
9
6
－
3
8
6
－
2
0
4
0

三角西港（三角町）

霊台橋（砥用町）

外国船からの荷揚げ風景（八代港）

クイズ形式の「くまもと探県隊」。
写真は水質調査のレポートの様子。

地
域
の
動
き

く
ま
も
と
物
語
⑥

広
報
誌
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